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活動の趣旨を伝える4

保護者の中には、赤ちゃんとの生活を楽しいと感じながらも、育児の負担を一人で抱えていた
り、日々の忙しさに追われて精神的に余裕のない人もいるかもしれません。様々な状況で子育
てをしている保護者一人ひとりに活動の趣旨を伝えるためには、どのような心がけが必要でしょ
うか。

相手の状況に配慮して説明する
ブックスタートの趣旨を保護者に伝えるにあたり、内容を
きちんと把握しておくことは大切ですが、それらすべてを
話すこともあれば、相手によっては伝えることを選んで話
した方がいい場合もあるでしょう。なぜなら、日々の育児
に手一杯で「絵本どころではない」という保護者もいるか
もしれないからです。大切なことは、「言いたいことをど
れだけ伝えられるか」ではなく、「この親子に何を伝えれ
ばよいか」という視点。相手の状況に配慮した、臨機応変な対応が必要です。
また、読みきかせの“必要性を説く”ことは、保護者にさらなる負担を背負わせてしまいかね
ません。ブックスタートを通して伝えたいのは、「絵本を使って親子のふれあいを楽しめる」と
いうことなのです。

福島県二本松市

＜説明内容例＞

•	 赤ちゃんの幸せを願い、絵本を開く楽しい「体験」と「絵本」をセットでプレゼントしていること。

•	 保護者やまわりの大人など、大好きな人から話しかけられることは、赤ちゃんにとって嬉しくて気持
ちがいいこと。

•	 絵本は赤ちゃんとコミュニケーションをとるための、一つの
ツールになること。

•	 絵本を介して赤ちゃんに語りかけるゆったりとした時間は、
保護者にとっても安らぎのひとときになる可能性があること。

•	 お母さんだけでなく家族の誰もが、絵本を介して赤ちゃんと
楽しい時間を過ごせること。

•	 絵本は「読まなくてはならない」ものではないこと。赤ちゃん
や保護者が好きな時に、気軽に開いてみてほしいこと。

赤ちゃんって
絵本を「読める」の？赤ちゃんと

s
シ ェ ア

hare b
ブ ッ ク ス

ooksのひとときを
絵を見つめたり、指をさしたり。
ことばのリズムにあわせ、からだをはずませたり。
読んでくれる人の顔をじっと見て、
その声に耳をすませたり……。

赤ちゃんが絵本と過ごすときのさまざまな表情、
うれしそうなしぐさは、いっしょにいる
お母さんやお父さん、まわりのおとなたちにも、
新鮮な喜びや心安らぐひとときをあたえてくれます。

赤ちゃんにとって絵本の楽しみは、
読むこと（read books）とはまったく別の体験。
絵本をひらくことで広がる豊かな時間を、
まわりの人と共にすること（share books）です。
絵本はコミュニケーションツールのひとつなのです。

さあ、赤ちゃんといっしょに、
楽しい時間を過ごしてみませんか？
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ブックスタートとは？
すべての赤ちゃんのまわりで、

楽しくあたたかい絵本のひとと

きがもたれることを願い、一人

ひとりの赤ちゃんに絵本を手渡す活動です。

1992年にイギリスではじまり、日本では世界で

2番目に取り組まれ、市区町村自治体の事業と

して全国に広がっています。

•この冊子は、ブックスタート事業での配付を目的に制作したものです。
• 著作権法上での例外を除き、無断複写、複製、転載は禁じられています。

赤ちゃんと いっしょに

はじめまして
絵本

活動を始めたばかりの頃は「色々なことを伝えなければ」という思いばかりが
先行していましたが、今はとにかく保護者にホッとした時間を過ごしてもらい
たいという気持ちで接しています。だから、相手に合わせた対応ができるよう
に、ブックスタートの受付をしている際の親子の様子をさりげなく見て、「赤
ちゃんのご機嫌はどうかな？ 保護者の表情はどんな感じかな？」と気にかけ
ます。実際に保護者と話をする時には、伝えるポイントはぶれないようにしつ
つも、場合によっては説明を短くすることもあります。（東京都狛江市）

親子の様子を見て、伝える内容をコンパクトに事例

アドバイス ブックレット「赤ちゃん
といっしょに はじめまして 絵本」を
活用することもできます

話に興味がなさそうな保護者に説明するには？

こんなとき、どうする？Q＆A

Q

A ブックスタートで最も大切なことは、「赤ちゃんと絵本を開くひとときって楽しいな」

と保護者に感じてもらうこと。興味のない人に「活動の趣旨を伝えなければ」と無理に

話を続けても、伝えたいことが相手に届かないかもしれません。それならいっそ、細か

い説明は抜きにして、実際に絵本を赤ちゃんに読んでみてはどうでしょう。赤ちゃんが

楽しんでいる様子を見てもらうことが、保護者への何よりのメッセージになります。


